“FORAY”

Innovation by Chemistry

HEASY—S—H—F— ARBREDSEDES
e TR | LD DT BN

201 7%F8AH29H
RUARA=H
EXRMPISERIE

By &JEE



@iiﬁkiﬁ C‘:. ODE! D {ﬁﬂa} (: j b\'C ’TORA‘I”Z

Innovation by Chemistry

2013~

. '_‘ =

20114E L DHkEL TEEASY —S—H—F— LB TR



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2011年より継続して東海大学ソーラーカーチームを支援
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				グラフのデータ範囲の大きさを変更するには、範囲の右下隅をドラッグしてください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
炭素繊維は、１９７１年に当社が「トレカ」のブランド名で世界で初めて商業生産を開始以来、新たな市場創出の挑戦の連続でした。

当初は、ゴルフシャフトや釣り竿などのスポーツ用途での市場開拓が進んだものの市場規模は小さく、１９８０年代に航空機の二次構造材に採用されてから漸く市場が本格的に立ち上がり、８０年代後半に航空機一次構造材に採用されました。一方、この頃に欧州でＦ１スポーツカーへの適用を進めていました。

１９９０年代に入ると産業用途での適用が始まり、その後はリーマン・ショックで一時的に市場が縮小しましたが、順調に市場拡大が続いています。

今後は、航空機用途での採用拡大に加え、風力発電翼や自動車などの産業用途での飛躍的な市場拡大が見込まれています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Toray has a long supply chain within itself, producing our own precursor, to final composite molded parts in Japan and the USA. This allows us to discuss with customers on various development topics.
Currently we are building a facility to produce precursor in Europe. Also, Europe has an extensive variety of composite manufacturers.

これは、それぞれの拠点がサプライチェーンのどこまでを担当しているかを示したものです。
日本では、愛媛工場を中心に、炭素繊維の原料となるプリカーサから炭素繊維、プリプレグ、織物、成形品まで全てのサプライチェーンを構築しています。
米国では、コンポジット以外の垂直統合体制が整備されています。
欧州では、フランスで現在プリカーサ工場の建設を進めており、完成時には炭素繊維との一貫体制が整います。加えて、川下にあたる成形品事業が充実しています。
韓国は、取り敢えず炭素繊維の製造を始めますが、日本と一体運営を基本に拡大していく計画です。

http://www.toray.co.jp/
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